
（
２
０
２
３・５・25
〜
２
０
２
３・７・3１
）敬
称
略

富
山
第
一
銀
行「
フ
ァ
ー
ス
ト
く
れ
は
会
」様

よ
り
回
転
ア
ー
ム
チ
ェア
寄
贈

　
こ
の
た
び
「
フ
ァ
ー
ス
ト
く
れ
は
会
四

十
周
年
記
念
事
業
」
と
し
て
回
転
ア
ー
ム

チ
ェ
ア
が
当
園
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
６
日
（
水
）、
富
山
電
気
ビ
ル
デ

ィ
ン
グ
で
行
わ
れ
た
「
フ
ァ
ー
ス
ト
く
れ

は
会
発
足
40
周
年
記
念
懇
親
会
」
に
お
い

て
、
同
会
の
田
畑
正
宏
会
長
か
ら
当
法
人

梨
の
木
苑
の
津
嶋
順
子
主
幹
に
目
録
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
回
転
ア
ー
ム
チ
ェ
ア
は
当
園
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム「
い
わ
せ
の
Ｂ
棟
」に
設
置
し
、

利
用
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
役
立
て
た
い
と

思
い
ま
す
。
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（
特
非
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和
報
恩
会
 

富
山
市

鍋
島
　
朋
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下
新
川
郡

坂
本
　
八
重
子
 

射
水
市

寄
付
金
振
込
口
座
番
号

　
北
陸
銀
行
呉
羽
支
店
　
店
番
号
120

　
普
通
預
金
６
０
７
７
２
３
０

　
社
会
福
祉
法
人
　
め
ひ
の
野
園

（
２
０
２
３・５・25
〜
２
０
２
３・７・3１
）敬
称
略

　―明日の日の　布勢の浦廻の　藤波に
　　　けだし来鳴かず　散らしてむかも―

　「作業センターふじなみ」の事業所名の由
来となったこの万葉歌にある「藤波」とは、〝藤
の花房が風になびくさまを波に見立てた″言葉
です。
　氷見市下田子に鎮座する田子浦藤波神社
境内では、藤のつるが幾重にも絡み合い、まる
で巨龍がうねっているかのようです。

　―明日の日の　布勢の浦廻の　藤波に
　　　けだし来鳴かず　散らしてむかも―

　「作業センターふじなみ」の事業所名の由
来となったこの万葉歌にある「藤波」とは、〝藤
の花房が風になびくさまを波に見立てた″言葉
です。
　氷見市下田子に鎮座する田子浦藤波神社
境内では、藤のつるが幾重にも絡み合い、まる
で巨龍がうねっているかのようです。
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Ｂ
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Ｂ
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ぐ
る
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光
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「いわせのB棟」に設置された回転アームチェア

北
陸
レ
ジ
ン
工
業
㈱
 

高
岡
市

北
陸
フ
ジ
ク
リ
ー
ン
㈱ 

 

富
山
市

㈱
丸
協
　
 

富
山
市

ア
ー
ト
パッ
ク
ス
㈱ 

富
山
営
業
所
 

富
山
市

北
陸
綜
合
警
備
保
障
㈱ 

富
山
支
社
 

富
山
市

㈲
小
林
有
機
 

射
水
市

㈲
三
和
防
災
工
業 

 

中
新
川
郡
上
市
町

㈱
中
村
　
 

富
山
市

廣
田
　
美
千
代
 

富
山
市

㈲
北
陸
白
ア
リ 

 

富
山
市

竹
田
精
肉
店
 

富
山
市

㈱
ト
ヤ
マ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
 

富
山
市

ク
レハ
運
送
㈱
 

富
山
市

Ｕ
Ｒ
Ｓ
ジ
ャ
パン
㈱
 

富
山
市

中
央
管
機
カ
ク
ユ
ー
㈱
 

富
山
市

㈲
サ
ン・ア
ル
ス
ア
 

富
山
市

北
陸
銀
行 

呉
羽
支
店 

 

富
山
市

㈱
流
通
産
業
 

中
新
川
郡
上
市
町

中
田
　
匡
 

富
山
市

北
陸
砂
糖
㈱ 

 

富
山
市

日
本
海
建
興
㈱
 

富
山
市

㈱
島
田
樹
脂
 

富
山
市

森
産
業
㈱
 

群
馬
県
桐
生
市

日
本
空
調
北
陸
㈱
 

富
山
市

㈱
鈴
木
一
級
建
築
士
事
務
所
 

富
山
市

㈱
ダ
ス
キ
ン
北
陸 

小
杉
営
業
所
 

射
水
市

山
口
書
店 

 

富
山
市

㈲
フ
ォレ
ス
ト
ス
ペ
ー
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
 

富
山
市

じ
ろ
う
 

富
山
市

㈲
古
川
酒
販
 

富
山
市

竹
本
　
潔
史
 

富
山
市

㈱
北
国
屋
商
店
 

富
山
市

東
洋
ゴ
ム
北
陸
販
売
㈱ 

 

富
山
市

㈱
ユ
ニ
オ
ン
ラ
ン
チ
 

富
山
市

㈱
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
北
陸 

高
岡
営
業
所
 

射
水
市

サ
カ
ヰ
産
業
㈱
 

富
山
市

山
口
㈱
 

富
山
市

ニ
ッ
タ
ン
㈱ 

富
山
営
業
所
 

富
山
市

㈱
浪
速
電
機
工
業
所 

 

富
山
市

㈱
ス
パッ
ク 

 

高
岡
市

ホ
ー
チ
キ
㈱ 

富
山
営
業
所
 

富
山
市

太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱ 

富
山
支
店
 

富
山
市

㈱
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

 

射
水
市

ア
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㈲
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市

手
づ
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ハ
ウ
ス
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ん 

 

富
山
市

本
紙
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、９
月
17
日（
日
）、

18
日（
月
）の
２
日
間
、職
員
研
修
旅
行
で
長
野

県
を
訪
れ
た
。旅
行
の
テ
ー
マ
は
「
本
物
に
ふ
れ

る
旅
」。本
物
の
美
術
品
の
数
々
に
ふ
れ
、
多
く

の
感
動
を
味
わ
う
旅
に
な
っ
た
。

最
初
に
訪
れ
た「
東
山
魁
夷
館
」で
は
、入
館

し
て
す
ぐ
に
一
つ
の
作
品
に
目
を
奪
わ
れ
た
。パ

リ
郊
外
の
公
園
を
描
い
た「
静
唱
」と
い
う
大
作

で
あ
る
。公
園
の
湖
面
に
映
り
込
む
樹
々
が
、

「
東
山
ブ
ル
ー
」と
呼
ば
れ
る
色
彩
で
描
か
れ
て

お
り
、
作
品
の
前
に
立
つ
と
静
寂
な
世
界
に
引

き
込
ま
れ
る
よ
う
な
感
覚
に
な
っ
た
。

館
内
に
は「
本
作
」（
展
覧
会
へ
の
出
展
を
前

提
に
制
作
さ
れ
た
作
品
）
に
並
ん
で
、「
習

作
」（「
本
作
」を
制
作
す
る
た
め
に
描
か
れ
た
ス

ケ
ッ
チ
や
デ
ッ
サ
ン
）
が
多
く
展
示
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
興
味
深
か
っ
た
。魁
夷
は
信
州
を
訪
れ

る
度
に
山
な
み
や
森
、
渓
谷
を
何
度
も
ス
ケ
ッ

チ
し
、
そ
こ
で
得
た
構
想
か
ら「
本
作
」の
制
作

に
取
り
組
ん
で
い
た
そ
う
で
あ
る
。そ
う
し
て

生
ま
れ
た
作
品
か
ら
は
、
い
か
に
魁
夷
が
信
州

の
大
自
然
を
愛
し
て
い
た
の
か
を
垣
間
見
る
こ

と
が
出
来
た
と
思
う
。

作
品
の
一
つ
ひ
と
つ
を
紹
介
す
れ
ば
キ
リ
が

な
い
が
、絵
画
作
品
だ
け
で
は
な
く
、魁
夷
が
遺

し
た
言
葉
に
も
胸
を
打
た
れ
た
。

「
普
通
の
風
景
も
、
心
が
純
粋
に
な
れ
ば
生

命
に
あ
ふ
れ
る
」――

。こ
の
魁
夷
の
言
葉
か
ら

は
、
た
だ
の
あ
り
ふ
れ
た
日
常
で
も
、
純
粋
な

心
で
向
き
合
え
ば
、
豊
か
さ
や
尊
さ
を
実
感
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
教
わ
っ
た
よ
う
な
気
が
す

る
。宿

泊
し
た
旅
館
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
（
本
紙

７
頁
参
照
）、
な
ん
と
贅
沢
な
旅
だ
っ
た
こ
と
か

と
思
う
。

（
岡
﨑
記
）

（1）　第137号　2023年10月13日 第137号　2023年10月13日 　（8）



めひの万葉めぐりマップめひの万葉めぐりマップ

　
次
号
で
つ
い
に「
め
ひ
の
万
葉
歌

紀
行
」は
、最
終
回
を
迎
え
ま
す
。

記
・
広
報
委
員
会
　
岡
崎
　
秀
徳

め
ひ
の
万
葉
歌
紀
行

め
ひ
の
万
葉
歌
紀
行

万
葉
歌
人
に
愛
さ
れ
た「
藤
波
」

藤
波
神
社
の
大
藤

　
７
４
８
年
（
天
平
20
年
）、
奈
良
の
都
か
ら
田

辺
福
麻
呂
が
使
者
と
し
て
越
中
を
訪
れ
ま
し
た
。

そ
の
歓
迎
の
宴
で
、
家
持
は
「
明
日
は
越
中
の
名

所
『
布
勢
の
水
海
』
を
案
内
し
ま
し
ょ
う
」
と
誘

い
ま
し
た
。
福
麻
呂
は
期
待
を
ふ
く
ら
ま
せ
、

―
藤
波
の
　
咲
き
行
く
み
れ
ば
　
ほ
と
と
ぎ
す

　
　
鳴
く
べ
き
時
に
　
近
づ
き
に
け
り
―

（
藤
の
花
が
咲
き
広
が
る
の
を
見
る
と
、
ホ
ト
ト

ギ
ス
が
鳴
く
頃
が
近
づ
い
て
い
る
の
で
す
ね
）

と
歌
に
詠
み
ま
し
た
。
家
持
の
「
明
日
の
日
の

―
」
の
歌
は
、
こ
れ
に
応
え
て
詠
ん
だ
も
の
で
す
。

家
持
が
「
藤
の
花
が
散
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
か

ろ
う
か
」
と
詠
ん
だ
の
は
、「
そ
う
な
る
前
に
布

勢
の
水
海
を
遊
覧
し
、
藤
の
花
を
観
賞
し
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
家
持
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

田子浦藤波神社の鳥居にかかる藤の大樹。

第6回

明
日
の
日
の
　
布
勢
の
浦
廻
の

　
藤
波
に
　
け
だ
し
来
鳴
か
ず

　
　
散
ら
し
て
む
か
も
　（
大
伴
　
家
持
）

明
日
の
日
の
　
布
勢
の
浦
廻
の

　
藤
波
に
　
け
だ
し
来
鳴
か
ず

　
　
散
ら
し
て
む
か
も
　（
大
伴
　
家
持
）

―
―
明
日
は
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
布
勢
の
浦
辺
の
藤
の
花

に
は
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
）
来
て
鳴
く
こ
と
は
な
く
、

む
な
し
く
散
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ふ
　
　
せ

う
ら
　 

み

ふ
じ
　
な
み

き
　
　
な

咲き誇る藤の花。花房が波のように  さざめく様を
歌人は「藤波」と表現しました。

十二町潟水郷公園内に残る現在の  「布勢の水海」

「布勢の円山」の歌碑

お椀を伏せたような丘陵「布勢の円山」

仏生
寺川

仏生
寺川

　
氷
見
市
下
田
子
に
鎮
座
す
る
「
田
子
浦
藤

波
神
社
」
の
創
建
は
、
平
安
時
代
初
期
の
７

９
８
年
（
延
暦
17
年
）。
大
伴
家
持
か
ら
授

か
っ
た
太
刀
を
、
南
兵
衛
尉
信
光
が
御
神
体

と
し
て
祀
っ
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
境
内
は
古
く
か
ら
藤
の
群
生
地
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
鳥
居
の
真
上
に
か
か

っ
て
い
る
藤
の
木
は
、
推
定
樹
齢
２
０
０
年
、

樹
高
28
ｍ
と
い
う
大
樹
で
、
現
在
も
人
々
を

見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
椎
茸
栽
培
ハ
ウ
ス
は
温
度
管
理
が
徹
底
さ

れ
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
年
間
を

通
し
て
椎
茸
が
発
生
す
る
た
め
、
常
に
安
定

し
た
作
業
が
利
用
者
に
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
椎
茸
一
貫
生
産
に
は
様
々
な
作
業
工

程
が
あ
り
、
利
用
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を

存
分
に
発
揮
し
て
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　「
藤
波
」
と
い
う
言
葉
は
こ
れ
ま
で
多
く

の
歌
人
に
好
ま
れ
、
歌
に
詠
ま
れ
て
き
ま
し

た
。「
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
」
も
ま
た
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
そ
し
て
藤
の
大

樹
の
よ
う
に
地
域
に
広
が
っ
て
い
く
存
在
で

あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
」

の
理
念
と
取
り
組
み

　「
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
」は
、「
障

が
い
が
あ
っ
て
も
一
人
ひ
と
り
が
活
き

活
き
と
働
け
る
環
境
作
り
」
を
理
念
と

し
て
２
０
０
５
年
に
開
設
さ
れ
、
菌
床

椎
茸
の
一
貫
生
産
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　
今
で
は
地
元
ス
ー
パ
ー
に
「
め
ひ
の

野
園
生
椎
茸
」
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
る
な
ど
、「
め
ひ
の
野
園
と
い

え
ば
椎
茸
の
一
貫
生
産
」
と
言
わ
れ
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

めひの野園
の

ルーツをめぐる

めひの野園
の

ルーツをめぐる

大
伴
家
持
と「
布
勢
の
浦
廻
」

　「
浦
廻
（
う
ら
み
）」
と
は
、
海
岸
が
曲
が
っ
て

入
り
組
ん
だ
入
江
の
こ
と
で
、
大
伴
家
持
は
越
中

国
守
と
し
て
こ
の
地
で
過
ご
す
間
、「
布
勢
の
浦

廻
」
で
の
遊
覧
を
こ
と
の
ほ
か
気
に
入
り
、
何
度

も
歌
に
詠
ん
で
い
ま
す
。

　
奈
良
の
都
で
は
舟
遊
び
の
機
会
も
無
か
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
布
勢
の
水
海
を
詠
ん
だ
長
歌
で
は
、

「
こ
こ
ば
く
も
　
見
の
さ
や
け
き
（
こ
れ
ほ
ど
に

素
晴
ら
し
い
眺
め
が
他
に
あ
る
だ
ろ
う
か
）」
と

絶
賛
し
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

「
布
勢
の
水
海
」は
い
ず
こ
に
？

ふ
　
せ

ふ
　
せ

み
づ
う
み

　
現
在
の
氷
見
市
十
二
町
潟
一
帯
に
は
、
今
か
ら

お
よ
そ
１
２
５
０
年
前
の
奈
良
時
代
、
潟
湖
（
せ

き
こ
…
湾
口
に
発
達
し
た
砂
州
に
よ
り
外
海
と
離

さ
れ
て
生
じ
た
湖
）
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
（
下

図
の
水
色
の
部
分
）。
当
時
、
こ
の
潟
湖
は
「
布

勢
の
水
海
」
と
呼
ば
れ
、
風
光
明
媚
な
景
勝
地
と

し
て
家
持
を
は
じ
め
と
し
た
万
葉
歌
人
た
ち
が
好

ん
で
舟
遊
び
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
干
拓
が
進
み
、
現
在
で

は
「
十
二
町
潟
水
郷
公
園
」
に
あ
る
細
長
い
水
路

に
往
年
の
面
影
を
偲
ば
せ
る
の
み
に
な
り
ま
し
た
。

「
布
勢
の
円
山
」と
は
？

ま
る
や
ま

　
氷
見
市
布
勢
に
、
お
碗
を
伏
せ
た
よ
う
な
形
を

し
た
標
高
20
ｍ
ほ
ど
の
丘
陵
が
あ
り
、「
布
勢
の

円
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
辺
り
に
広
が

っ
て
い
た
「
布
勢
の
水
海
」
に
浮
か
ぶ
小
島
か
崎

と
し
て
、
遊
覧
す
る
歌
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。

　
高
い
石
段
を
登
る
と
、
山
頂
に
は
布
勢
神
社
が

鎮
座
し
、
そ
の
背
後
に
は
全
国
で
最
初
に
大
伴
家

持
を
祀
っ
た
御
影
社
が
建
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

傍
に
あ
る
万
葉
歌
碑
は
富
山
県
内
最
古
の
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

地元スーパーに設けられた「めひの野園
生椎茸」販売コーナー。

開設当時の「作業センター
ふじなみ」。

十二町潟
水郷公園
十二町潟
水郷公園

藤波神社藤波神社
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めひの万葉めぐりマップめひの万葉めぐりマップ

　
次
号
で
つ
い
に「
め
ひ
の
万
葉
歌

紀
行
」は
、最
終
回
を
迎
え
ま
す
。

記
・
広
報
委
員
会
　
岡
崎
　
秀
徳

め
ひ
の
万
葉
歌
紀
行

め
ひ
の
万
葉
歌
紀
行

万
葉
歌
人
に
愛
さ
れ
た「
藤
波
」

藤
波
神
社
の
大
藤

　
７
４
８
年
（
天
平
20
年
）、
奈
良
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都
か
ら
田

辺
福
麻
呂
が
使
者
と
し
て
越
中
を
訪
れ
ま
し
た
。

そ
の
歓
迎
の
宴
で
、
家
持
は
「
明
日
は
越
中
の
名

所
『
布
勢
の
水
海
』
を
案
内
し
ま
し
ょ
う
」
と
誘

い
ま
し
た
。
福
麻
呂
は
期
待
を
ふ
く
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ま
せ
、

―
藤
波
の
　
咲
き
行
く
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れ
ば
　
ほ
と
と
ぎ
す

　
　
鳴
く
べ
き
時
に
　
近
づ
き
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け
り
―

（
藤
の
花
が
咲
き
広
が
る
の
を
見
る
と
、
ホ
ト
ト

ギ
ス
が
鳴
く
頃
が
近
づ
い
て
い
る
の
で
す
ね
）

と
歌
に
詠
み
ま
し
た
。
家
持
の
「
明
日
の
日
の

―
」
の
歌
は
、
こ
れ
に
応
え
て
詠
ん
だ
も
の
で
す
。

家
持
が
「
藤
の
花
が
散
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
か

ろ
う
か
」
と
詠
ん
だ
の
は
、「
そ
う
な
る
前
に
布

勢
の
水
海
を
遊
覧
し
、
藤
の
花
を
観
賞
し
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
家
持
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

田子浦藤波神社の鳥居にかかる藤の大樹。

第6回
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勢
の
浦
廻
の

　
藤
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散
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布
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の
浦
廻
の

　
藤
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―
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む
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か
ろ
う
か
。

ふ
　
　
せ

う
ら
　 

み

ふ
じ
　
な
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き
　
　
な
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寺川
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鎮
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９
８
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光
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。

　
境
内
は
古
く
か
ら
藤
の
群
生
地
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
鳥
居
の
真
上
に
か
か

っ
て
い
る
藤
の
木
は
、
推
定
樹
齢
２
０
０
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、
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。
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右
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茸
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ま
た
、
椎
茸
一
貫
生
産
に
は
様
々
な
作
業
工

程
が
あ
り
、
利
用
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を

存
分
に
発
揮
し
て
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　「
藤
波
」
と
い
う
言
葉
は
こ
れ
ま
で
多
く

の
歌
人
に
好
ま
れ
、
歌
に
詠
ま
れ
て
き
ま
し

た
。「
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
」
も
ま
た
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
そ
し
て
藤
の
大

樹
の
よ
う
に
地
域
に
広
が
っ
て
い
く
存
在
で

あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
」

の
理
念
と
取
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組
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　「
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
」は
、「
障

が
い
が
あ
っ
て
も
一
人
ひ
と
り
が
活
き

活
き
と
働
け
る
環
境
作
り
」
を
理
念
と

し
て
２
０
０
５
年
に
開
設
さ
れ
、
菌
床

椎
茸
の
一
貫
生
産
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　
今
で
は
地
元
ス
ー
パ
ー
に
「
め
ひ
の

野
園
生
椎
茸
」
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
る
な
ど
、「
め
ひ
の
野
園
と
い

え
ば
椎
茸
の
一
貫
生
産
」
と
言
わ
れ
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

めひの野園
の

ルーツをめぐる

めひの野園
の

ルーツをめぐる

大
伴
家
持
と「
布
勢
の
浦
廻
」

　「
浦
廻
（
う
ら
み
）」
と
は
、
海
岸
が
曲
が
っ
て

入
り
組
ん
だ
入
江
の
こ
と
で
、
大
伴
家
持
は
越
中

国
守
と
し
て
こ
の
地
で
過
ご
す
間
、「
布
勢
の
浦

廻
」
で
の
遊
覧
を
こ
と
の
ほ
か
気
に
入
り
、
何
度

も
歌
に
詠
ん
で
い
ま
す
。

　
奈
良
の
都
で
は
舟
遊
び
の
機
会
も
無
か
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
布
勢
の
水
海
を
詠
ん
だ
長
歌
で
は
、

「
こ
こ
ば
く
も
　
見
の
さ
や
け
き
（
こ
れ
ほ
ど
に

素
晴
ら
し
い
眺
め
が
他
に
あ
る
だ
ろ
う
か
）」
と

絶
賛
し
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

「
布
勢
の
水
海
」は
い
ず
こ
に
？

ふ
　
せ

ふ
　
せ

み
づ
う
み

　
現
在
の
氷
見
市
十
二
町
潟
一
帯
に
は
、
今
か
ら

お
よ
そ
１
２
５
０
年
前
の
奈
良
時
代
、
潟
湖
（
せ

き
こ
…
湾
口
に
発
達
し
た
砂
州
に
よ
り
外
海
と
離

さ
れ
て
生
じ
た
湖
）
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
（
下

図
の
水
色
の
部
分
）。
当
時
、
こ
の
潟
湖
は
「
布

勢
の
水
海
」
と
呼
ば
れ
、
風
光
明
媚
な
景
勝
地
と

し
て
家
持
を
は
じ
め
と
し
た
万
葉
歌
人
た
ち
が
好

ん
で
舟
遊
び
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
干
拓
が
進
み
、
現
在
で

は
「
十
二
町
潟
水
郷
公
園
」
に
あ
る
細
長
い
水
路

に
往
年
の
面
影
を
偲
ば
せ
る
の
み
に
な
り
ま
し
た
。

「
布
勢
の
円
山
」と
は
？

ま
る
や
ま

　
氷
見
市
布
勢
に
、
お
碗
を
伏
せ
た
よ
う
な
形
を

し
た
標
高
20
ｍ
ほ
ど
の
丘
陵
が
あ
り
、「
布
勢
の

円
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
辺
り
に
広
が

っ
て
い
た
「
布
勢
の
水
海
」
に
浮
か
ぶ
小
島
か
崎

と
し
て
、
遊
覧
す
る
歌
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。

　
高
い
石
段
を
登
る
と
、
山
頂
に
は
布
勢
神
社
が

鎮
座
し
、
そ
の
背
後
に
は
全
国
で
最
初
に
大
伴
家

持
を
祀
っ
た
御
影
社
が
建
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

傍
に
あ
る
万
葉
歌
碑
は
富
山
県
内
最
古
の
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

地元スーパーに設けられた「めひの野園
生椎茸」販売コーナー。

開設当時の「作業センター
ふじなみ」。
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民謡歌手・長岡すみ子さんの歌声が
会場を魅了しました。

子どもコーナー「スーパーヨーヨーすくい」。
かわいい笑顔が印象的でした。

アトラクションのオープニングを飾った
「喜楽太鼓」の和太鼓演奏。

Vol.29

再開！再開！再開！

大勢のお客様で賑わった模擬店。
「飛騨地鶏の串焼き」は大行列に。

Ｑ
．
先
日
、
め
ひ
の
野
園
の
有
志
職
員
を
対
象

に「
絵
本
セ
ラ
ピ
ー®

」が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

―
―

絵
本
の
力
を
借
り
て
心
が
豊
か
に
な
る
時

間
で
す
。
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
の
後
で
、
絵
本
か
ら
感
じ
た
こ
と
を
参
加
し

た
人
た
ち
と
シ
ェ
ア
し
た
り
、
簡
単
な
問
い
か

け
に
答
え
た
り
す
る
「
参
加
型
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
で
す
。
参
加
者
は
、
自
分
の
自
然
な
気
持

ち
を
表
現
し
た
り
、
大
切
な
こ
と
へ
の
気
付
き

が
生
ま
れ
た
り
す
る
な
ど
、
自
然
な
交
流
を
楽

し
む
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
セ
ラ
ピ
ー
の
テ
ー
マ
は
「
自
閉
症
の
人
た

ち
と
向
き
合
い
が
ん
ば
る
私
た
ち
へ
」で
し
た
。

―
―
ま
ず
は
利
用
者
さ
ん
に
寄
り
添
う
職
員
の

皆
さ
ん
を
労
う
こ
と
。
そ
し
て
、
自
閉
症
を
題

材
に
し
た
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
よ
っ
て
、
自

閉
症
の
人
た
ち
へ
の
理
解
が
よ
り
深
ま
り
、
普

段
の
支
援
に
活
か
せ
た
ら
と
思
い
、
こ
の
テ
ー

マ
に
し
ま
し
た
。

　
自
閉
症
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
本
を
通
し
て
感

じ
た
「
自
閉
症
あ
る
あ
る
」
や
、
日
々
の
体
験

を
語
り
合
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
心
が
ほ
ぐ
れ

た
り
、
新
た
な
気
付
き
が
得
ら
れ
た
り
す
る
有

意
義
な
時
間
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
参
加
さ
れ
た
職
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
優

し
い
語
り
と
可
愛
い
絵
で
温
か
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
」、「
自
閉
症
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

に
な
り
ま
し
た
」
と
い
っ
た
嬉
し
い
感
想
を
頂

き
ま
し
た
。

Ｑ
．
「
絵
本
セ
ラ
ピ
ー®

」
の
他
に
も
様
々
な

活
動
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
？

―
―
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し

て
、
不
登
校
や
障
が
い
、
貧
困
、
虐
待
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
っ
た
、
子
ど
も
た
ち
が
抱
え

て
い
る
様
々
な
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
め
ひ
の
自
閉
症
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」

で
携
わ
る
相
談
業
務
と
重
な
る
部
分
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
ね
。

　
そ
し
て
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
野
菜
作
り

や
、
仲
間
た
ち
と
の
釣
り
や
キ
ャ
ン
プ
、
そ
こ

で
皆
と
一
緒
に
食
事
を
作
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
本
当
に
楽
し
く
、
美
味
し
く
て
、
私
に
と
っ

て
の
心
豊
か
な
時
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　

Ｑ
．
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

―
―「
絵
本
セ
ラ
ピ
ス
ト®

」の
資
格
を
取
得
し
、

自
閉
症
・
発
達
障
害
に
携
わ
る
人
や
家
族
、
自

閉
症
を
知
ら
な
い
人
た
ち
へ
の
啓
発
活
動
と
し

て
「
絵
本
セ
ラ
ピ
ー®

」
の
場
を
提
供
し
た
い

で
す
。
　

　
ま
た
、
生
き
に
く
さ
を
抱
え
た
人
た
ち
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
場
と
し
て
、「
い
ま
こ
こ
カ

フ
ェ
」
を
め
ひ
の
野
園
の
事
業
所
「
や
ね
の
う

え
の
ガ
チ
ョ
ウ
」
で
、
月
に
一
回
開
催
し
て
い

ま
す
。
楽
し
い
企
画
で
、
そ
こ
に
集
う
人
た
ち

が
笑
顔
に
な
れ
る
場
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

セラピーで絵本を読む宮舟さん（写真上）。
野菜作りはライフワークだそうです（写真
左）。収穫した野菜を使った特製ピザ作り
（写真右下）など、仲間たちとの時間をエ
ンジョイしています。

あした
の

めひの

あした
の

めひの

　「
何
と
か
な
る
さ
！
」が
宮
舟
さ
ん
の

行
動
力
の
源
な
の
だ
そ
う
で
す
。

記・広
報
委
員
会
　
柴
田
　
香
菜
江

高じた趣味を仕事に活かす
「めひのの職員」紹介します！

（
め
ひ
の
自
閉
症
地
域
生
活

　
　支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
員
）

　
８
月
25
日
（
金
）、
コ
ロ
ナ
禍
で
開

催
を
自
粛
し
て
い
た
「
め
ひ
の
野
園
夏

祭
り
・
花
火
大
会
」
が
再
開
さ
れ
ま

し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
の
場

と
し
て
長
年
開
催
し
て
き
た
夏
祭
り
。

今
年
は
久
し
ぶ
り
の
開
催
と
あ
っ
て
、

会
場
に
は
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
、
楽

し
く
に
ぎ
や
か
な
夏
の
夕
べ
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

絵本セラピストになるきっかけに
なった絵本「花さき山」。

共
生
社
会
へ
の
思
い
を
胸
に
、

夏
祭
り
が
つ
い
に
再
開
！

　
会
場
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
め
ひ
の
野
園
の

和
太
鼓
サ
ー
ク
ル
「
喜
楽
太
鼓
」
の
演
奏
に
始

ま
り
、「
マ
ヒ
エ 

ホ
ア
ラ
ウ
ナ
」
の
皆
さ
ん
の
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
民
謡
歌
手
・
長
岡
す
み
子
さ
ん
の

歌
声
へ
と
続
き
、
集
ま
っ
た
人
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、「
ス
ー
パ
ー
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
」
に

興
じ
る
子
ど
も
た
ち
も
多
く
見
ら
れ
、
ま
た
、

歌
声
に
合
わ
せ
て
利
用
者
と
地
域
の
皆
さ
ん
が

一
緒
に
な
って
輪
踊
り
を
踊
る
な
ど
、
夏
の
暑
さ

を
忘
れ
さ
せ
る
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
和
踊
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
模
擬
店
で
は
、
飛
騨
地
鶏
を
使
っ
た
串
焼
き

や
唐
揚
げ
、
飛
騨
地
鶏
カ
レ
ー
に
朝
採
れ
椎
茸

と
い
っ
た
、
め
ひ
の
野
園
の
看
板
メ
ニ
ュ
ー
が
勢
ぞ

ろ
い
。
ど
れ
も
行
列
が
で
き
て
完
売
す
る
ほ
ど
の

人
気
で
し
た
。

　
夏
祭
り
再
開
ま
で
に
は
も
ど
か
し
い
思
い
も
し

ま
し
た
が
、
こ
う
し
て
お
客
様
の
笑
顔
や
温
か
い

言
葉
に
触
れ
、
夜
空
を
彩
る
花
火
を
地
域
の
皆

さ
ん
と
見
上
げ
て
い
る
と
、「
呉
羽
の
夏
の
風
物

詩
」
が
戻
って
き
た
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
夏
祭
り
・
花
火
大
会
の
開
催
に
当

た
り
、
多
く
の
ご
協
力
を
賜
り
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

模
擬
店
も
大
盛
況
！
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．
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わ
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？
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簡
単
な
問
い
か

け
に
答
え
た
り
す
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。
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す
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．
セ
ラ
ピ
ー
の
テ
ー
マ
は
「
自
閉
症
の
人
た

ち
と
向
き
合
い
が
ん
ば
る
私
た
ち
へ
」で
し
た
。
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よ
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。

　
自
閉
症
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
本
を
通
し
て
感

じ
た
「
自
閉
症
あ
る
あ
る
」
や
、
日
々
の
体
験

を
語
り
合
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
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が
ほ
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れ
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り
、
新
た
な
気
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き
が
得
ら
れ
た
り
す
る
有

意
義
な
時
間
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
参
加
さ
れ
た
職
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
優

し
い
語
り
と
可
愛
い
絵
で
温
か
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
」、「
自
閉
症
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

に
な
り
ま
し
た
」
と
い
っ
た
嬉
し
い
感
想
を
頂

き
ま
し
た
。

Ｑ
．
「
絵
本
セ
ラ
ピ
ー®

」
の
他
に
も
様
々
な

活
動
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
？

―
―
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し

て
、
不
登
校
や
障
が
い
、
貧
困
、
虐
待
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
っ
た
、
子
ど
も
た
ち
が
抱
え

て
い
る
様
々
な
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
め
ひ
の
自
閉
症
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」

で
携
わ
る
相
談
業
務
と
重
な
る
部
分
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
ね
。

　
そ
し
て
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
野
菜
作
り

や
、
仲
間
た
ち
と
の
釣
り
や
キ
ャ
ン
プ
、
そ
こ

で
皆
と
一
緒
に
食
事
を
作
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
本
当
に
楽
し
く
、
美
味
し
く
て
、
私
に
と
っ

て
の
心
豊
か
な
時
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　

Ｑ
．
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

―
―「
絵
本
セ
ラ
ピ
ス
ト®

」の
資
格
を
取
得
し
、

自
閉
症
・
発
達
障
害
に
携
わ
る
人
や
家
族
、
自

閉
症
を
知
ら
な
い
人
た
ち
へ
の
啓
発
活
動
と
し

て
「
絵
本
セ
ラ
ピ
ー®

」
の
場
を
提
供
し
た
い

で
す
。
　

　
ま
た
、
生
き
に
く
さ
を
抱
え
た
人
た
ち
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
場
と
し
て
、「
い
ま
こ
こ
カ

フ
ェ
」
を
め
ひ
の
野
園
の
事
業
所
「
や
ね
の
う

え
の
ガ
チ
ョ
ウ
」
で
、
月
に
一
回
開
催
し
て
い

ま
す
。
楽
し
い
企
画
で
、
そ
こ
に
集
う
人
た
ち

が
笑
顔
に
な
れ
る
場
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

セラピーで絵本を読む宮舟さん（写真上）。
野菜作りはライフワークだそうです（写真
左）。収穫した野菜を使った特製ピザ作り
（写真右下）など、仲間たちとの時間をエ
ンジョイしています。

あした
の
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あした
の

めひの
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何
と
か
な
る
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！
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舟
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ん
の

行
動
力
の
源
な
の
だ
そ
う
で
す
。
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報
委
員
会
　
柴
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菜
江

高じた趣味を仕事に活かす
「めひのの職員」紹介します！
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め
ひ
の
自
閉
症
地
域
生
活
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援
セ
ン
タ
ー
相
談
員
）
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25
日
（
金
）、
コ
ロ
ナ
禍
で
開

催
を
自
粛
し
て
い
た
「
め
ひ
の
野
園
夏

祭
り
・
花
火
大
会
」
が
再
開
さ
れ
ま

し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
の
場

と
し
て
長
年
開
催
し
て
き
た
夏
祭
り
。

今
年
は
久
し
ぶ
り
の
開
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と
あ
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て
、

会
場
に
は
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
、
楽

し
く
に
ぎ
や
か
な
夏
の
夕
べ
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

絵本セラピストになるきっかけに
なった絵本「花さき山」。

共
生
社
会
へ
の
思
い
を
胸
に
、

夏
祭
り
が
つ
い
に
再
開
！

　
会
場
の
ア
ト
ラ
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シ
ョ
ン
は
、
め
ひ
の
野
園
の

和
太
鼓
サ
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ル
「
喜
楽
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鼓
」
の
演
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に
始

ま
り
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」
の
皆
さ
ん
の
フ
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ダ
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ス
、
民
謡
歌
手
・
長
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す
み
子
さ
ん
の

歌
声
へ
と
続
き
、
集
ま
っ
た
人
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、「
ス
ー
パ
ー
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
」
に

興
じ
る
子
ど
も
た
ち
も
多
く
見
ら
れ
、
ま
た
、

歌
声
に
合
わ
せ
て
利
用
者
と
地
域
の
皆
さ
ん
が

一
緒
に
な
って
輪
踊
り
を
踊
る
な
ど
、
夏
の
暑
さ

を
忘
れ
さ
せ
る
楽
し
い
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と
時
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
和
踊
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
模
擬
店
で
は
、
飛
騨
地
鶏
を
使
っ
た
串
焼
き

や
唐
揚
げ
、
飛
騨
地
鶏
カ
レ
ー
に
朝
採
れ
椎
茸

と
い
っ
た
、
め
ひ
の
野
園
の
看
板
メ
ニ
ュ
ー
が
勢
ぞ

ろ
い
。
ど
れ
も
行
列
が
で
き
て
完
売
す
る
ほ
ど
の

人
気
で
し
た
。

　
夏
祭
り
再
開
ま
で
に
は
も
ど
か
し
い
思
い
も
し

ま
し
た
が
、
こ
う
し
て
お
客
様
の
笑
顔
や
温
か
い

言
葉
に
触
れ
、
夜
空
を
彩
る
花
火
を
地
域
の
皆

さ
ん
と
見
上
げ
て
い
る
と
、「
呉
羽
の
夏
の
風
物

詩
」
が
戻
って
き
た
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
夏
祭
り
・
花
火
大
会
の
開
催
に
当

た
り
、
多
く
の
ご
協
力
を
賜
り
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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も
大
盛
況
！
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そ
し
て
今
で
は
、
「
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み

の
マ
ル
チ
プ
レ
イ
ヤ
ー
」
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。
野
球
同
様
に
一
生
懸
命
に
自
分
の
仕
事

に
打
ち
込
む
姿
は
、
や
は
り
事
業
所
職
員
に

と
っ
て
良
い
刺
激
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　　
そ
ん
な
渡
邊
さ
ん
自
身
も
、
「
練
習
で
野
球

が
上
手
に
な
る
こ
と
や
、
仕
事
で
自
分
が
出
来

る
こ
と
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
嬉
し
い
」
そ
う

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
持
ち
前
の
ひ
た
む
き
さ
で
、
み

ん
な
に
良
い
影
響
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ね
！

　
め
ひ
の
野
園
で
、
野
球
を
愛
し
て
や
ま
な
い

職
員
た
ち
が
集
う
「
め
ひ
の
野
園
野
球
部
」
。

そ
の
練
習
に
欠
か
さ
ず
参
加
し
、
部
員
た
ち
に

少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
利
用
者
が
渡

邊
さ
ん
で
す
。

　
毎
週
火
・
木
曜
日
の
練
習
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
る
彼
が
野
球
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

「
少
し
で
も
体
を
動
か
し
て
健
康
的
に
過
ご
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
保
護
者
の
希
望
か
ら
で
し

た
。
そ
こ
で
中
田
園
長
（
兼
野
球
部
監
督
）
の

発
案
で
、
野
球
部
の
練
習
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

　
最
初
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
も
ま
ま
な
ら
な
い

レ
ベ
ル
で
し
た
が
、
練
習
を
続
け
る
う
ち
に
み

る
み
る
上
達
し
て
行
き
ま
し
た
。

　
「
渡
邊
さ
ん
が
上
手
に
な
っ
て
い
く
姿
を
見
る

と
自
分
の
励
み
に
も
な
り
ま
す
―
―
」
と
話
す

の
は
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
の
久
郷
指
導
員
。    

　

「
練
習
を
続
け
て
野
球
が
上
手
に
な
る
こ
と

で
自
信
が
つ
き
、
ふ
じ
な
み
で
の
普
段
の
仕
事

に
も
積
極
的
に
な
り
ま
し
た
―
―
」
と
の
こ
と

で
す
。
も
と
も
と
シ
ャ
イ
な
性
格
の
渡
邊
さ
ん

で
す
が
、
「
色
々
な
仕
事
を
や
っ
て
み
た
い
」

と
意
欲
的
に
話
し
、
椎
茸
の
摘
み
取
り
や
、

パ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
の
作
業
に
植
菌
作
業
…
と
、

様
々
な
作
業
に
挑
戦
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「キャッチボールもだいぶ様になってきましたよ」
と中田監督。

 

め
ひ
の
野
園
で
は
、
「
利
用
者
さ
ん
の

好
き
な
こ
と
、
出
来
る
こ
と
、
得
意
な

こ
と
を
活
か
し
、
そ
れ
を
仕
事
に
つ
な

げ
て
い
く
」
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
支
援

を
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
続
け
る
う
ち

に
向
上
心
が
芽
生
え
、
日
々
の
仕
事
へ

の
意
欲
に
つ
な
が
っ
て
い
く
…
。
今
回

は
そ
ん
な
「
キ
ラ
リ
！
」
と
光
る
利
用

者
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！

野
球
に
も
仕
事
に
も
一
生
懸
命
！

そ
の
ひ
た
む
き
さ
が
皆
の
心
に
響
く
！

今回のキラリ！人

作業センターふじなみ

渡邊　健司さん

め
ひ
の

ビ
　ト

キ
ラ
リ
人
！Vol.11

　「
ボ
ー
ル
を
怖
が
ら
ず
に
向
か
っ
て
い

く
姿
が
良
い
」と
、
野
球
部
員
た
ち
か
ら

も
高
評
価
の
渡
邊
さ
ん
で
す
。

記・広
報
委
員
会
　
岡
﨑
　
秀
徳

めひの野園 職員研修旅行記
　
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
き
、イ
ベン

ト
や
行
事
が
再
開
さ
れ
る
中
、職

員
の
研
鑽
を
目
的
に
こ
れ
ま
で
行

わ
れ
て
き
た「
め
ひ
の
野
園
職
員

研
修
旅
行
」も
再
開
し
、９
月
17

日（
日
）、18
日（
月
・
祝
）の
２
日

間
、長
野
県
へ
行
って
き
ま
し
た
。

 

今
回
の
旅
行
の
テ
ー
マ
は
、中
田

園
長
の
発
案
に
よ
る「
本
物
に
ふ

れ
る
旅
」。「
本
物
」の
作
品
を
自

分
の
目
で
間
近
に
見
る
こ
と
で
、

参
加
し
た
職
員
た
ち
は
日
本
の
美

術
の
真
髄
を
体
感
し
ま
し
た
。

　
旅
行
初
日
に
訪
れ
た「
東
山
魁
夷
館
」で
は
、日
本

画
の
巨
匠
・
東
山
魁
夷
の
作
品
を
鑑
賞
し
、そ
の
筆
致

や
、「
東
山
ブ
ル
ー
」と
呼
ば
れ
る
透
明
感
の
あ
る
淡
い

色
合
い
を
堪
能
し
ま
し
た
。

 

２
日
目
に
訪
れ
た
の
は
、葛
飾
北
斎
晩
年
の
作
で
あ

る
、岩
松
院
の「
八
方
睨
み
鳳
凰
図
」。本
堂
内
の
21
畳

分
の
大
き
さ
の
天
井
絵
は
、１
６
０
年
前
に
描
か
れ
た

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
鮮
や
か
さ
で
し
た
。

 

　
旅
行
中
に
は「
中
島
千
波
館
」、「
北
斎
館
」も
訪
れ

ま
し
た
。展
示
さ
れ
た
作
品
の
前
に
立
つ
と
、そ
の
魅

力
や
感
動
が
心
に
深
く
響
い
て
き
ま
し
た
。

 

「
本
物
」の
美
術
作
品
の
数
々
に
触
れ
、職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョン
も
高
ま
っ
た
有
意
義
な
研
修
旅
行
で
し
た
。

豪商の館・田中本家博物館を見学。

情緒ある小布施の街並みを訪れ、写真
撮影に熱が入る写真部のメンバー。

藤井聡太７冠が名人戦を戦った「藤井荘」
に宿泊出来たことにも感激！

日本画家「中島千波」の作品を鑑賞。

長野県小布施の「北斎館」では、江戸時代の浮世絵師「葛飾北斎」の作品に魅了されました。

額に汗して椎茸を摘み取る渡邊さん。

　「
日
帰
り
登
山
の
す
す
め
」

　
私
の
愛
読
書
は
「
富
山
県
の
山
」
で
す
。そ
の
本
を
片
手

に
、休
日
は
日
帰
り
で
富
山
の
里
山
を
せ
っ
せ
と
登
っ
て
い

ま
す
。こ
の
趣
味
を
始
め
て
10
年
以
上
経
ち
ま
す
が
、
未
だ

本
に
載
っ
て
い
る
山
を
全
踏
破
す
る
意
気
込
み
は
な
く
、好

き
な
山
や
登
り
易
い
山
ば
か
り
何
度
も
登
る『
楽
ち
ん
日
帰

り
登
山
』が
私
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

　
日
帰
り
登
山
の
良
さ
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、一
つ
目

は
、何
と
言
っ
て
も「1

日
で
味
わ
え
る
達
成
感
」だ
と
思
い

ま
す
。人
生
に
は
す
ぐ
に
結
果
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
い

で
す
が
、
日
帰
り
登
山
で
あ
れ
ば
、
そ
の
日
の
う
ち
に
無
理

な
く
山
頂
に
到
達
で
き
ま
す
。山
頂
に
立
っ
た
時
の
爽
快
感

や
、
そ
こ
か
ら
の
景
色
は
格
別
で
、
い
つ
も
自
分
を
見
つ
め

直
す
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

　
二
つ
目
に
、
山
に
は
様
々
な
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。動
物

や
昆
虫
、
植
物
や
澄
ん
だ
空
気
や
水
と
の
出
会
い
、
ま
た
同

じ
山
で
も
見
せ
る
表
情
や
景
色
が
い
つ
も
違
い
ま
す
。立
山

で
は
「
本
当
に
絶
滅
危
惧
種
な
の
か…

」
と
思
う
ほ
ど
の
雷

鳥
の
群
れ
と
出
会
い
ま
し
た
が
、あ
の
時
の
感
動
は
今
も
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
三
つ
目
に
、
仲
間
と
登
る
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。私
の
場

合
は
夫
婦
登
山
な
の
で
、登
山
中
は
ず
っ
と
二
人
で
励
ま
し

合
い
な
が
ら
、
何
気
な
い
会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。こ
れ

ま
で
熊
と
の
遭
遇
を
回
避
で
き
た
の
も
、熊
鈴
以
上
の
会
話

の
効
力
だ
と
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
。ま
た
、
道
迷
い
等
で
冷

静
な
妻
に
何
度
助
け
ら
れ
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。い
つ
も
感

謝
で
す
。

　
何
と
も
登
山
の
魅
力
が
伝
わ
ら
な
い
文
章
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も
様
々
な
出
会
い
と
感
動
を
求

め
て
、趣
味
や
仕
事
に
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

春の苑　リサイクル班

めひの野園職員の
雑感コーナー

安井　慶祐

－長野県「本物にふれる旅」－

「
本
物
」の
美
術
作
品
に
感
動
の
２
日
間
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そ
し
て
今
で
は
、
「
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み

の
マ
ル
チ
プ
レ
イ
ヤ
ー
」
と
し
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活
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し
て
い

ま
す
。
野
球
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一
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懸
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に
自
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仕
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込
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は
、
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は
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事
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所
職
員
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て
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激
に
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て
い
る
よ
う
で
す
。
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自
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も
、
「
練
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で
野
球

が
上
手
に
な
る
こ
と
や
、
仕
事
で
自
分
が
出
来

る
こ
と
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
嬉
し
い
」
そ
う

で
す
。

　
こ
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ら
も
持
ち
前
の
ひ
た
む
き
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で
、
み

ん
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に
良
い
影
響
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ね
！

　
め
ひ
の
野
園
で
、
野
球
を
愛
し
て
や
ま
な
い

職
員
た
ち
が
集
う
「
め
ひ
の
野
園
野
球
部
」
。
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練
習
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ず
参
加
し
、
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員
た
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に
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ず
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が
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。

　
毎
週
火
・
木
曜
日
の
練
習
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し
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」
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し
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。
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兼
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球
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の
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で
、
野
球
部
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練
習
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参
加
す
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。
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初
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も
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い
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で
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が
、
練
習
を
続
け
る
う
ち
に
み

る
み
る
上
達
し
て
行
き
ま
し
た
。

　
「
渡
邊
さ
ん
が
上
手
に
な
っ
て
い
く
姿
を
見
る

と
自
分
の
励
み
に
も
な
り
ま
す
―
―
」
と
話
す

の
は
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
の
久
郷
指
導
員
。    

　

「
練
習
を
続
け
て
野
球
が
上
手
に
な
る
こ
と

で
自
信
が
つ
き
、
ふ
じ
な
み
で
の
普
段
の
仕
事

に
も
積
極
的
に
な
り
ま
し
た
―
―
」
と
の
こ
と

で
す
。
も
と
も
と
シ
ャ
イ
な
性
格
の
渡
邊
さ
ん

で
す
が
、
「
色
々
な
仕
事
を
や
っ
て
み
た
い
」

と
意
欲
的
に
話
し
、
椎
茸
の
摘
み
取
り
や
、

パ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
の
作
業
に
植
菌
作
業
…
と
、

様
々
な
作
業
に
挑
戦
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「キャッチボールもだいぶ様になってきましたよ」
と中田監督。

 

め
ひ
の
野
園
で
は
、
「
利
用
者
さ
ん
の

好
き
な
こ
と
、
出
来
る
こ
と
、
得
意
な

こ
と
を
活
か
し
、
そ
れ
を
仕
事
に
つ
な

げ
て
い
く
」
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
支
援

を
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
続
け
る
う
ち

に
向
上
心
が
芽
生
え
、
日
々
の
仕
事
へ

の
意
欲
に
つ
な
が
っ
て
い
く
…
。
今
回

は
そ
ん
な
「
キ
ラ
リ
！
」
と
光
る
利
用

者
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！

野
球
に
も
仕
事
に
も
一
生
懸
命
！

そ
の
ひ
た
む
き
さ
が
皆
の
心
に
響
く
！

今回のキラリ！人

作業センターふじなみ

渡邊　健司さん

め
ひ
の

ビ
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キ
ラ
リ
人
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　「
ボ
ー
ル
を
怖
が
ら
ず
に
向
か
っ
て
い

く
姿
が
良
い
」と
、
野
球
部
員
た
ち
か
ら

も
高
評
価
の
渡
邊
さ
ん
で
す
。

記・広
報
委
員
会
　
岡
﨑
　
秀
徳

めひの野園 職員研修旅行記
　
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
き
、イ
ベン

ト
や
行
事
が
再
開
さ
れ
る
中
、職

員
の
研
鑽
を
目
的
に
こ
れ
ま
で
行

わ
れ
て
き
た「
め
ひ
の
野
園
職
員

研
修
旅
行
」も
再
開
し
、９
月
17

日（
日
）、18
日（
月
・
祝
）の
２
日

間
、長
野
県
へ
行
って
き
ま
し
た
。

 

今
回
の
旅
行
の
テ
ー
マ
は
、中
田

園
長
の
発
案
に
よ
る「
本
物
に
ふ

れ
る
旅
」。「
本
物
」の
作
品
を
自

分
の
目
で
間
近
に
見
る
こ
と
で
、

参
加
し
た
職
員
た
ち
は
日
本
の
美

術
の
真
髄
を
体
感
し
ま
し
た
。

　
旅
行
初
日
に
訪
れ
た「
東
山
魁
夷
館
」で
は
、日
本

画
の
巨
匠
・
東
山
魁
夷
の
作
品
を
鑑
賞
し
、そ
の
筆
致

や
、「
東
山
ブ
ル
ー
」と
呼
ば
れ
る
透
明
感
の
あ
る
淡
い

色
合
い
を
堪
能
し
ま
し
た
。

 

２
日
目
に
訪
れ
た
の
は
、葛
飾
北
斎
晩
年
の
作
で
あ

る
、岩
松
院
の「
八
方
睨
み
鳳
凰
図
」。本
堂
内
の
21
畳

分
の
大
き
さ
の
天
井
絵
は
、１
６
０
年
前
に
描
か
れ
た

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
鮮
や
か
さ
で
し
た
。

 

　
旅
行
中
に
は「
中
島
千
波
館
」、「
北
斎
館
」も
訪
れ

ま
し
た
。展
示
さ
れ
た
作
品
の
前
に
立
つ
と
、そ
の
魅

力
や
感
動
が
心
に
深
く
響
い
て
き
ま
し
た
。

 

「
本
物
」の
美
術
作
品
の
数
々
に
触
れ
、職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
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も
高
ま
っ
た
有
意
義
な
研
修
旅
行
で
し
た
。

豪商の館・田中本家博物館を見学。

情緒ある小布施の街並みを訪れ、写真
撮影に熱が入る写真部のメンバー。

藤井聡太７冠が名人戦を戦った「藤井荘」
に宿泊出来たことにも感激！

日本画家「中島千波」の作品を鑑賞。

長野県小布施の「北斎館」では、江戸時代の浮世絵師「葛飾北斎」の作品に魅了されました。

額に汗して椎茸を摘み取る渡邊さん。

　「
日
帰
り
登
山
の
す
す
め
」

　
私
の
愛
読
書
は
「
富
山
県
の
山
」
で
す
。そ
の
本
を
片
手

に
、休
日
は
日
帰
り
で
富
山
の
里
山
を
せ
っ
せ
と
登
っ
て
い

ま
す
。こ
の
趣
味
を
始
め
て
10
年
以
上
経
ち
ま
す
が
、
未
だ

本
に
載
っ
て
い
る
山
を
全
踏
破
す
る
意
気
込
み
は
な
く
、好

き
な
山
や
登
り
易
い
山
ば
か
り
何
度
も
登
る『
楽
ち
ん
日
帰

り
登
山
』が
私
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

　
日
帰
り
登
山
の
良
さ
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、一
つ
目

は
、何
と
言
っ
て
も「1

日
で
味
わ
え
る
達
成
感
」だ
と
思
い

ま
す
。人
生
に
は
す
ぐ
に
結
果
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
い

で
す
が
、
日
帰
り
登
山
で
あ
れ
ば
、
そ
の
日
の
う
ち
に
無
理

な
く
山
頂
に
到
達
で
き
ま
す
。山
頂
に
立
っ
た
時
の
爽
快
感

や
、
そ
こ
か
ら
の
景
色
は
格
別
で
、
い
つ
も
自
分
を
見
つ
め

直
す
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

　
二
つ
目
に
、
山
に
は
様
々
な
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。動
物

や
昆
虫
、
植
物
や
澄
ん
だ
空
気
や
水
と
の
出
会
い
、
ま
た
同

じ
山
で
も
見
せ
る
表
情
や
景
色
が
い
つ
も
違
い
ま
す
。立
山

で
は
「
本
当
に
絶
滅
危
惧
種
な
の
か…

」
と
思
う
ほ
ど
の
雷

鳥
の
群
れ
と
出
会
い
ま
し
た
が
、あ
の
時
の
感
動
は
今
も
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
三
つ
目
に
、
仲
間
と
登
る
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。私
の
場

合
は
夫
婦
登
山
な
の
で
、登
山
中
は
ず
っ
と
二
人
で
励
ま
し

合
い
な
が
ら
、
何
気
な
い
会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。こ
れ

ま
で
熊
と
の
遭
遇
を
回
避
で
き
た
の
も
、熊
鈴
以
上
の
会
話

の
効
力
だ
と
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
。ま
た
、
道
迷
い
等
で
冷

静
な
妻
に
何
度
助
け
ら
れ
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。い
つ
も
感

謝
で
す
。

　
何
と
も
登
山
の
魅
力
が
伝
わ
ら
な
い
文
章
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も
様
々
な
出
会
い
と
感
動
を
求

め
て
、趣
味
や
仕
事
に
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

春の苑　リサイクル班

めひの野園職員の
雑感コーナー

安井　慶祐

－長野県「本物にふれる旅」－

「
本
物
」の
美
術
作
品
に
感
動
の
２
日
間
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）敬
称
略

富
山
第
一
銀
行「
フ
ァ
ー
ス
ト
く
れ
は
会
」様

よ
り
回
転
ア
ー
ム
チ
ェア
寄
贈

　
こ
の
た
び
「
フ
ァ
ー
ス
ト
く
れ
は
会
四

十
周
年
記
念
事
業
」
と
し
て
回
転
ア
ー
ム

チ
ェ
ア
が
当
園
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
６
日
（
水
）、
富
山
電
気
ビ
ル
デ

ィ
ン
グ
で
行
わ
れ
た
「
フ
ァ
ー
ス
ト
く
れ

は
会
発
足
40
周
年
記
念
懇
親
会
」
に
お
い

て
、
同
会
の
田
畑
正
宏
会
長
か
ら
当
法
人

梨
の
木
苑
の
津
嶋
順
子
主
幹
に
目
録
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
回
転
ア
ー
ム
チ
ェ
ア
は
当
園
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム「
い
わ
せ
の
Ｂ
棟
」に
設
置
し
、

利
用
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
役
立
て
た
い
と

思
い
ま
す
。
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　―明日の日の　布勢の浦廻の　藤波に
　　　けだし来鳴かず　散らしてむかも―

　「作業センターふじなみ」の事業所名の由
来となったこの万葉歌にある「藤波」とは、〝藤
の花房が風になびくさまを波に見立てた″言葉
です。
　氷見市下田子に鎮座する田子浦藤波神社
境内では、藤のつるが幾重にも絡み合い、まる
で巨龍がうねっているかのようです。

　―明日の日の　布勢の浦廻の　藤波に
　　　けだし来鳴かず　散らしてむかも―

　「作業センターふじなみ」の事業所名の由
来となったこの万葉歌にある「藤波」とは、〝藤
の花房が風になびくさまを波に見立てた″言葉
です。
　氷見市下田子に鎮座する田子浦藤波神社
境内では、藤のつるが幾重にも絡み合い、まる
で巨龍がうねっているかのようです。

め
ひ
の
万
葉
歌
紀
行

め
ひ
の
万
葉
歌
紀
行

作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み

作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み

多
機
能
型（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
・
就
労
移
行
支
援
）事
業
所

多
機
能
型（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
・
就
労
移
行
支
援
）事
業
所

め
ひ
の
野
園
の
ル
ー
ツ
を
め
ぐ
る

め
ひ
の
野
園
の
ル
ー
ツ
を
め
ぐ
る

特集特集

ふ　せふ　せ うら みうら み ふじなみふじなみ

（
２
０
２
３・５・25
〜
２
０
２
３・７・3１
）敬
称
略

き　なき　な

富
山
市
北
商
工
会
 

舟
木
　
秀
伸

　
飛
騨
慈
光
会
 

森
本
　
雅
樹・山
平
　
卓
也

 

小
倉
　
輝
穂・村
中
　
邦
彰

富
山
大
学
教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校
 西
井
　
奈
緒

 

坂
田
　
雄
祐

 

松
原
　
　
健

北
銀
リ
ー
ス
㈱
 

関
口
　
雅
隆

 

生
水
　
邦
明

Ｎ
Ｘ
商
事
㈱
 

中
村
　
雅
寛

Ｎ
Ｘ・Ｔ
Ｃ
リ
ー
ス
＆
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
㈱
 

礒
田
　
祐
徳

北
陸
電
力
㈱
 

川
邑
　
直
樹

 

松
田
　
充
生

寺
岡
オ
ー
ト
ド
ア
㈱
 

船
田
　
智
史

㈱
サ
ン
コ
ー
本
店
 

飯
塚
　
貴
之

㈱
大
広
北
陸
 

吉
田
　
優
介

㈱
ユ
ニ
マ
ッ
ト
ラ
イ
フ
 

髙
塩
　
暢
彦

 

土
田
　
優
佳

㈱
ト
ヤ
マ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
 

横
山
　
典
子

㈱
バロン
 

川
田
　
正
義

　
高
齢・障
害・求
職
者
雇
用
支
援
機
構
 中
田
　
　
昭

㈱
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
 

千
谷
　
　
武

衆
議
院
議
員
 

田
畑
　
裕
明

㈱
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
ジ
ャ
パン
 
曽
我
部
晃
宗

富
山
第
一
銀
行 

呉
羽
支
店
 

江
畑
　
俊
文

（福）（独）

「いわせのB棟」に設置された回転アームチェア

北
陸
レ
ジ
ン
工
業
㈱
 

高
岡
市

北
陸
フ
ジ
ク
リ
ー
ン
㈱ 

 

富
山
市

㈱
丸
協
　
 

富
山
市

ア
ー
ト
パッ
ク
ス
㈱ 

富
山
営
業
所
 

富
山
市

北
陸
綜
合
警
備
保
障
㈱ 

富
山
支
社
 

富
山
市

㈲
小
林
有
機
 

射
水
市

㈲
三
和
防
災
工
業 

 

中
新
川
郡
上
市
町

㈱
中
村
　
 

富
山
市

廣
田
　
美
千
代
 

富
山
市

㈲
北
陸
白
ア
リ 

 

富
山
市

竹
田
精
肉
店
 

富
山
市

㈱
ト
ヤ
マ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
 

富
山
市

ク
レハ
運
送
㈱
 

富
山
市

Ｕ
Ｒ
Ｓ
ジ
ャ
パン
㈱
 

富
山
市

中
央
管
機
カ
ク
ユ
ー
㈱
 

富
山
市

㈲
サ
ン・ア
ル
ス
ア
 

富
山
市

北
陸
銀
行 

呉
羽
支
店 

 

富
山
市

㈱
流
通
産
業
 

中
新
川
郡
上
市
町

中
田
　
匡
 

富
山
市

北
陸
砂
糖
㈱ 

 

富
山
市

日
本
海
建
興
㈱
 

富
山
市

㈱
島
田
樹
脂
 

富
山
市

森
産
業
㈱
 

群
馬
県
桐
生
市

日
本
空
調
北
陸
㈱
 

富
山
市

㈱
鈴
木
一
級
建
築
士
事
務
所
 

富
山
市

㈱
ダ
ス
キ
ン
北
陸 

小
杉
営
業
所
 

射
水
市

山
口
書
店 
 

富
山
市

㈲
フ
ォレ
ス
ト
ス
ペ
ー
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
 

富
山
市

じ
ろ
う
 

富
山
市

㈲
古
川
酒
販
 

富
山
市

竹
本
　
潔
史
 

富
山
市

㈱
北
国
屋
商
店
 

富
山
市

東
洋
ゴ
ム
北
陸
販
売
㈱ 

 

富
山
市

㈱
ユ
ニ
オ
ン
ラ
ン
チ
 

富
山
市

㈱
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
北
陸 

高
岡
営
業
所
 

射
水
市

サ
カ
ヰ
産
業
㈱
 

富
山
市

山
口
㈱
 

富
山
市

ニ
ッ
タ
ン
㈱ 

富
山
営
業
所
 

富
山
市

㈱
浪
速
電
機
工
業
所 

 

富
山
市

㈱
ス
パッ
ク 

 

高
岡
市

ホ
ー
チ
キ
㈱ 

富
山
営
業
所
 

富
山
市

太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱ 

富
山
支
店
 

富
山
市

㈱
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

 

射
水
市

ア
ル
ビ
ス
㈱ 

呉
羽
東
店
 

富
山
市

㈲
タ
イ
セ
イ
ツ
ア
ー
ズ
 

富
山
市

手
づ
く
り
ハ
ウ
ス
く
れ
よ
ん 

 

富
山
市

本
紙
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、９
月
17
日（
日
）、

18
日（
月
）の
２
日
間
、職
員
研
修
旅
行
で
長
野

県
を
訪
れ
た
。旅
行
の
テ
ー
マ
は
「
本
物
に
ふ
れ

る
旅
」。本
物
の
美
術
品
の
数
々
に
ふ
れ
、
多
く

の
感
動
を
味
わ
う
旅
に
な
っ
た
。

最
初
に
訪
れ
た「
東
山
魁
夷
館
」で
は
、入
館

し
て
す
ぐ
に
一
つ
の
作
品
に
目
を
奪
わ
れ
た
。パ

リ
郊
外
の
公
園
を
描
い
た「
静
唱
」と
い
う
大
作

で
あ
る
。公
園
の
湖
面
に
映
り
込
む
樹
々
が
、

「
東
山
ブ
ル
ー
」と
呼
ば
れ
る
色
彩
で
描
か
れ
て

お
り
、
作
品
の
前
に
立
つ
と
静
寂
な
世
界
に
引

き
込
ま
れ
る
よ
う
な
感
覚
に
な
っ
た
。

館
内
に
は「
本
作
」（
展
覧
会
へ
の
出
展
を
前

提
に
制
作
さ
れ
た
作
品
）
に
並
ん
で
、「
習

作
」（「
本
作
」を
制
作
す
る
た
め
に
描
か
れ
た
ス

ケ
ッ
チ
や
デ
ッ
サ
ン
）
が
多
く
展
示
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
興
味
深
か
っ
た
。魁
夷
は
信
州
を
訪
れ

る
度
に
山
な
み
や
森
、
渓
谷
を
何
度
も
ス
ケ
ッ

チ
し
、
そ
こ
で
得
た
構
想
か
ら「
本
作
」の
制
作

に
取
り
組
ん
で
い
た
そ
う
で
あ
る
。そ
う
し
て

生
ま
れ
た
作
品
か
ら
は
、
い
か
に
魁
夷
が
信
州

の
大
自
然
を
愛
し
て
い
た
の
か
を
垣
間
見
る
こ

と
が
出
来
た
と
思
う
。

作
品
の
一
つ
ひ
と
つ
を
紹
介
す
れ
ば
キ
リ
が

な
い
が
、絵
画
作
品
だ
け
で
は
な
く
、魁
夷
が
遺

し
た
言
葉
に
も
胸
を
打
た
れ
た
。

「
普
通
の
風
景
も
、
心
が
純
粋
に
な
れ
ば
生

命
に
あ
ふ
れ
る
」――

。こ
の
魁
夷
の
言
葉
か
ら

は
、
た
だ
の
あ
り
ふ
れ
た
日
常
で
も
、
純
粋
な

心
で
向
き
合
え
ば
、
豊
か
さ
や
尊
さ
を
実
感
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
教
わ
っ
た
よ
う
な
気
が
す

る
。宿

泊
し
た
旅
館
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
（
本
紙

７
頁
参
照
）、
な
ん
と
贅
沢
な
旅
だ
っ
た
こ
と
か

と
思
う
。

（
岡
﨑
記
）
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